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 スタート

このセクションでは、ウェブベースのコンフィギュレーション・ユーティリテ

ィの紹介と、以下のトピックについて説明します：
• デバイスの電源オン
• ネットワークへの接続
• ウェブベースの設定ユーティリティの起動

⚫ パワー

電源への接続

スイッチの修理や配線を行う前に、電源を切り、電源コードを抜いて

ください。

最初に電源を切らない限り、モジュールやケーブルを取り外さないで

ください。このデバイスは、タイププレートに概説されている電圧に

のみ対応しています。ス イ ッ チ用に特別に指定 さ れてい る 以外の電

源 コ ン ポーネ ン ト を使用 し ないで く だ さ い。

設置やケーブル配線の前に、電源コードを外してください。

スイッチは、AC 100-240 V 50/60Hzの内蔵高性能電源から給電されます。ニュ

ートラルコンセント付きの単相3線式電源、または多機能コンピュータ用プロ

フェッショナル電源に接続することをお勧めします。

スイッチの背面パネルにあるAC電源コネクタを付属の電源コードで外部電源

に接続し、電源LEDが点灯していることを確認します。
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リアビュー AC電源ソケット



3

⚫ ネットワークへの接続

スイッチをネットワークに接続する：

1. イーサネットケーブルをコンピューターのイーサネットポートに接続する

。

2. イーサネットケーブルのもう一方の端を、スイッチの番号付きイーサネ

ットポートのいずれかに接続します。接続されたデバイスがアクティブであ

れば、ポートのLEDが点灯します。

3. スイッチに接続する各デバイスについて、ステップ1とステップ2を繰り返

します。

ネットワーク機器の接続には、CAT-5E以上のケーブルの使用を強くお

勧めします。ネットワーク機器を接続する際は、最大配線距離の100

メートルを超えないようにしてください。接続されたデバイスやLAN

が動作するまで、最大1分かかることがあります。これは正常な動作

です。

下図に示すように、標準の Cat 5/5e イーサネットケーブル（UTP/STP）を使用

して、スイッチをエンドノードに接続します。

スイッチポートは、スイッチが接続されているデバイスの特性（MDI/MDI-X、

速度、デュプレックス）に自動的に調整されます。

⚫ ウェブベースの設定ユーティリティの起動

こ のセ ク シ ョ ン では、 ウ ェ ブベースの ス イ ッ チ設定ユ ニ テ ィ の操作方

法を説明 し ます。ポップアップブロッカは必ず無効にしてください。

ブラウザの制限
• 古いバージョンのInternet Explorerを使用している場合、IPv6アドレスを直
接使用してデバイスにアクセスすることはできません。ただし、DNS（ドメ
イン名）を使用することはできます。

System）サーバーでIPv6アドレスを含むドメイン名を作成し、アドレスバーで
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IPv6アドレスの代わりにそのドメイン名を使用する。
• 管理ステーションに複数のIPv6インターフェイスがある場合は、IPv6インタ

ーフェイスを使用してください。
からデバイスにアクセスするには、IPv6リンクのローカルアドレスの代わりに
グローバルアドレスを使用します。
ブラウザ

コンフィギュレーション・ユーティリティの起動

ウェブベースの設定ユーティリティを開くには

1. ウェブブラウザを開く。

2. ブラウザのアドレスバーに設定するデバイスのIPアドレスを入力し（工場

出荷時のデフォルトIPアドレスは192.168.10.12）、Enterを押します。

デバイスが工場出荷時のデフォルト IP アドレスを使用している場合

、電源 LED は連続的に点滅します。デバイスが DHCP で割り当てられ

た IP アドレスまたは管理者が設定した静的 IP アドレスを使用してい

る場合、電源 LED は点灯します。コンピュータのIPアドレスは、スイ

ッチと同じサブネット内にある必要があります。た と えば、 ス イ ッ 

チが工場出荷時のデフ ォ ル ト IP ア ド レ ス を使用 し てい る 場合は
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コンピュータのIPアドレスは以下の範囲になります：192.168.10.x（x
は2から254までの数字）。

接続に成功すると、ログイン・ウィンドウが表示されます。

ログイン画面

⚫ ログイン

デフォルトのユーザー名はadmin、デフォルトのパスワードはadminです。デ

フォルトのユーザー名とパスワードで初めてログインするときは、新しいパ

スワードを入力する必要があります。

デバイス設定ユーティリティにログインするには

1. デフォルトのユーザーID（admin）とデフォルトのパスワード（admin）を

入力する。

2. デフォルトのユーザーID（admin）とデフォルトのパスワード（admin）

で 初めてログオンした場合は、すぐにパスワードを変更することをお勧めし

ます。

ログインに成功すると、システム情報ウィンドウが表示されます。
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システム情報

間違ったユーザー名またはパスワードを入力した場合、エラーメッセージが

表示され、ログインページがウィンドウに表示されたままになります。ログ

インに問題がある場合は、『管理者ガイド』の「設定ユーティリティの起動

」セクションを参照してください。

⚫ ログアウト

デフォルトでは、アプリケーションが10分間使用されないとログアウトします

。

ログアウトするには、どのページでも右上の「ログアウト」をクリックしま

す。デバイスからログアウトされます。

タイムアウトが発生した場合や意図的にログアウトした場合は、ログアウト

状態を示すメッセージが表示され、ログインページが表示されます。ログイ

ン後は初期画面に戻ります。

ウェブベースのスイッチ 設定

スマート・スイッチ・ソフトウェアは、ネットワーク内のスイッチに豊富な

レイヤ 2 機能を提供します。本章では、Web ベースの管理インタフェース（

Web UI）を使用してスイッチの機能を設定する方法について説明します。

本マニュアルの目的上、ユーザー・インターフェースは下図のように4つのセ

クションに分かれている：
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コンソールポート インターフェース

PoE のスマートなスイッチにモニター港（コンソール ポート）があります。

率 9600bps、標準的な RJ45 プラグ。

専用のモニターケーブルを使って、以下のようにポートをPCのシリアルポー

ト接続に導く：

コンソールポートで使用されるRJ45コネクタは下図のとおりで、RJ45プラグ

はRJ45ソケットに対応しており、左から1～8までの番号が付けられている。

このケーブルは、スイッチのコンソールポートと外部監視端末を接続するた

めに使用されます。RJ45の8ピンプラグの一端は、もう一方の端は25穴プラグ

（DB25）と9穴プラグ（DB9）、スイッチのコンソールポートソケットにRJ45

ヘッドであり、DB25とDB9は、端末のシリアルポートの要件に応じて使用す

ることができ、次のようにケーブルの内部接続図：
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1. システム コンフィグ

1.1. システム ホームページ

システムのホームページには、デバイス情報とポートステータスが表示されます。

Device Info（デバイス情報）またはPort Status（ポートステータス）をクリ

ックすると、対応するページに入ります。

1.2. デバイス 情報

デバイス情報]ページでは、デバイス情報を表示したり、デバイスの[ホスト名
]、[デバイスの連絡先]、[デバイスの場所]、[現在のシステム時間]を設定する
ことができます。

ホスト名 変更するスイッチの新しいホスト名を記入してください、
1-64文字

デバイスコンタク
ト

新しいスイッチのデバイスコンタクトを記入してください
。
変更あり、0～255文字

デバイスの位置 新しいDevice Locationには、以下のように入力します。
変更あり、0～255文字

現在 システ
ム
時間

現在のシステム時刻を手動で変更する。
スイッチの再起動は無効となる。
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1.3. IP コンフィグ

1.3.1. IPv4コンフィグ
このページを使用して、VLAN インタフェースの IP アドレスとサブネットマスク
を設定できます。

 "IPv4Config "ページを 表示するには、"
System Config" -> "IP Config" -> "IPv4 Config "をクリ

ック し、"Apply "をクリックして設定します。

VLANインターフェース レイヤー3インターフェースの
VLAN ID
作成

IPモード 静的 IP ： ユーザー 自
己設定
動的 ： dhcp-client 自動取得

IPアドレス IPアドレス（例：A.B.C.D
ネットマスク ネットマスク

例：255.255.255.0
オペレーション アクション適用/削除

1.3.2. IPv6コンフィグ
このページを使用して、VLAN インタフェースの IPv6 アドレスとサブネットマ
スクを設定できます。

 "IPv6Config "ページを 表示するには、"
System Config -> IP Config -> IPv6 Config "をクリック
し、"Apply "をクリックして設定します。

http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
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VLANインターフェース レイヤー3インターフェースの
VLAN ID
作成

IPv6アドレス IPv6アドレス、例：2001::1234
プレフィックス長 プリフィックス 長さ は 3 か

ら 127,
例：48

オペレーション アクション適用/削除

1.4. Web コンフィグ

1.4.1. ウェブタイムアウト
このページを使用して、Web ログインタイムアウト時間を設定できます。

ウェブログインタイムアウト ウェブ ログイン タイムアウト: 1-
60
分、デフォルト10分

1.4.2. HTTP
HTTP サーバー設定モジュール、ユーザーはこのモジュールを再度使用して、
スイッチの HTTP サービスを開始または停止することができます。

1.4.3. HTTPS
HTTPS サーバー設定モジュール、ユーザーはこのモジュールを再度使用して
、スイッチの HTTPS サービスを開始または停止することができます。

HTTPSプロトコル・ポート HTTPS プロトコル ポー
ト
1025-65535 ,デフォルト443
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暗号化タイプ タイプ
aes256-sha
エクデRSA-AES256-SHA
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1.4.4. セキュリティIP
ログイン・ユーザー・セキュリティIPコンフィギュレーション・モジュール
では、ユーザーがログイン・スイッチのセキュリティIPv4アドレスを設定で
きます。ログイン方法にはTelnet/HTTP/HTTPSがあります。

セキュリティ IP
住所

指定されたセキュリティIPv4アドレスを入力する。

応募する 住所またはリスト番号の追加オペレーション
削除 アドレスまたはリスト番号の削除

1.4.5. ACL
ログインユーザーのログインアクセスコントロールリストモジュールで、
IPV4アクセスコントロールリストを設定できます。ログイン方法には
Telnet/SSH/Webがあります。

IPv4 アクセ
ス

スタンダード アクセス
コントロール

リ
ス
ト

という数
字になる
、

範囲 1-64

コントロールリス
ト

文字または1～99の数字

製本方法 バインディング・メソッドはweb/ssh/telnet/allを含む
応募する 住所またはリスト番号の追加オペレーション
削除 アドレスまたはリスト番号の削除
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1.5. ユーザー 管理

1.5.1. ユーザー管理

ユーザー管理モジュールでは、ユーザーはユーザー操作を追加または削除するこ
とができます。

ユーザー名 操作するユーザー名,1-32文字
パスワード ユーザー パスワード を選択します。 を選択

します。 パスワード 暗号化
それ以外の場合、1～32文字の暗号化は不可

優先順位 権限レベルの指定に使用します。

WEB Privilege Configモジュールは、ユーザーがウェブにログインするための
ユーザーアカウントの権限を設定することができます。

ログイン権限有
効

ユーザーの優先順位が権限の優先順位よりも低い場合、ロ
グインできない状態から、ウェブページにはログインでき
るが、情報の設定はできず、以下のページしか閲覧できな
い状態に変更されます。
コンフィギュレーションを使用する。デフォルトは無効
。

特権の優先順位 パーミッションレベルを指定するために使用される。デフ
ォルトはレベル15で、以下のパーミッションレベルを持つ
ユーザーのみが使用できる。
スイッチにウェブからログインできる。
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1.5.2. 認証方法
User Login Authentication Method Configure モジュールでは、ログイン時に
使用するコンソール.vty.web 認証方法を設定することができます。ユーザーが
認証方式をパスした場合、下位のプリファレンスの認証方式は無視されます
。RADIUS 認証を使用する前に、AAA 機能と RADIUS サーバを設定する必要があ
ります。ローカルユーザを設定せずにローカル認証を設定した場合、ユーザは
コンソール方式でスイッチにログオンできます。

ログイン方法 認証
方法

コンソール、vty、ウェブ。

コンソール ローカル 認証 使用 を使用した ロー
カル ユーザー
アカウントデータベース

ブティ 半径 リモートRadiusサーバーを使用した認証
ウェブ タックス リモートのTacasサーバーを使った認証
デフォルト デフォルトのコンソール 認証なし、vtyとウェブローカル

認証

コンソール認証モードが「none」の場合のみ、ログイン認証モードを設定で
きる。

ログイン
認証

デフォルトは無効。

ログイン認証
パスワード

ログイン認証パスワードは、パスワードの暗号化を選択し、
それ以外の場合は1～32文字の暗号化なし
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1.6. ファームウェア アップグレード

1.6.1. TFTPサービス
TFTPクライアントサービスモジュールにより、ユーザーはTFTP方式でファイル
をアップロードまたはダウンロードすることができ、この方式でスイッチのファ
ームウェアをアップグレードすることができます。

サーバーIPアドレス TFTP アドレス IP ピアサーバー、ポイント 10 進数
サーバー ファイル

名
アップロードまたはダウンロードするソース名 ,1-100文字

アップロ
ード

アップグレード・ファイルをスイッチから
TFTPサーバー

操作タイプ

ダウンロ
ード

TFTPサーバーからアップグレードファイルをダウ
ンロードして
スイッチ

バイナリ ファイルをバイナリ形式で転送（デフォル
ト）

トランスミッション・
タイプ アスキ

ー
ascii形式のファイル転送

1.6.2. FTPサービス
FTPクライアントサービスモジュールにより、ユーザーはFTP方式でファイルを
アップロードまたはダウンロードすることができ、この方式でスイッチのファ
ームウェアをアップグレードすることができます。

サーバーIPアドレス FTPアドレス IPピアサーバー、10進数ポイント
ユーザー名 FTPサーバー間ユーザー名 ,1-100文字
パスワード FTPサーバー側のユーザーパスワード 1-100文字
サーバーファイル名 アップロードまたはダウンロードするソース名 ,1-100文字
オペレーション・タイ
プ

アップロ
ード

アップグレード・ファイルをスイッチから
TFTPサーバー
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ダウンロ
ード

TFTPサーバーからアップグレードファイルをダウ
ンロードして
スイッチ

バイナリ ファイルをバイナリ形式で転送（デフォルト
）

トランスミッション・
タイプ アスキ

ー
ascii形式のファイル転送
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1.6.3. HTTPアップグレード
HTTPアップグレードモジュールは、ユーザーがHTTPの方法でファイルを選択す
ることができ、この方 法 で スイッチのファームウェアをアップグレードするこ

とができます。

1.7. マネジメント コンフィグ

1.7.1. TFTP
TFTP モジュールを使用すると、ユーザーは tftp によってスイッチ・コンフィギ
ュレーションをインポートまたはエクスポートできます。

サーバーIPアドレス TFTP アドレス IP ピアサーバー、ポイント 10 進数
サーバーファイル名 アップロードまたはダウンロードするソース名 ,1-100文字

バイナリ ファイルをバイナリ形式で転送（デフォル
ト）

トランスミッション・
タイプ アスキ

ー
ascii形式のファイル転送

1.7.2. HTTP
HTTPモジュールは、ユーザーがhttpでスイッチの実行コンフィギュレーションまたは
スタートアップコンフィギュレーションをダウンロードまたはアップロードするこ

とができます。

ダウンロード ファイルをダウンロードするにはオペレーション・タ
イプ アップロード ファイルをアップロードするには

ファイルの種類 ランニング・コンフィギ スイッチ・ランニング・コンフィ
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ュレーション グレーション
スタートアップ設定 スイッチのスタートアップ・コ

ンフィグレーション
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1.8. エヌティーピー

1.8.1. NTPコンフィグ
NTP コンフィグモジュールは、ユーザーが NTP サービスのグローバルスイッチ
操作を行うことができます。

オフ クローズ操作（デフォルト）NTP グローバル コ
ンフィグ操作 オン スタート

NTP サーバー設定モジュールは、ユーザーがこのモジュールでスイッチのタイ
ムソースの指定されたタイムサーバーを設定できます。

サーバーアドレ
ス

指定されたタイムサーバアドレスの小数点

バージョン バージョン番号、範囲1～4、デフォルト4
キーID 秘密鍵の値、範囲1-4294967295

応募する 操作の追加オペレーション
削除 削除操作

1.8.2. NTP認証コンフィグ
NTP 検証設定モジュールでは、スイッチの NTP 認証関連項目を設定できます
。
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エヌティーピー 無効 NTP検証を閉じる（デフォルト）
認証する
スイッチ

有効にする NTP検証を有効にする

キーID 秘密鍵の値、範囲1-4294967295
MD5 キーID用 秘密鍵のMD5値。

アスキーコードの
応募する 操作の追加オペレーション
削除 削除操作

1.9. SNTP

1.9.1. サーバー構成
SNTPサーバー設定モジュールでは、指定したタイムサーバーをクロックソース
として追加または削除できます。

サーバーアドレ
ス

指定されたタイムサーバアドレスの小数点

バージョン バージョン番号、範囲1～4、デフォルト4
応募する 操作の追加オペレーション
削除 削除操作

1.9.2. タイムゾーン設定
SNTPタイムゾーンとUTC時差設定モジュールは、クライアントが配置されて
いる場所で、ユーザーはスイッチの現在のタイムゾーンを設定し、その名

前を付けることができます。

タイムゾーン タイムゾーン名 ,1-16文字
アフター
UTC

時間帯別動作の増加時差

使用前 時間帯別動作の削減
時間価値 タイムゾーンの変更

時間 0～23
タイムゾーンの変更
分値 0-59
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追加 操作の追加オペレーション
デフォルト タイムゾーンのデフォルト設定に戻す
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1.10. デバイス 管理

1.10.1. デバイスの再起動/リセット
デバイスの再起動/リセットモジュールは、ユーザーが再起動ボタンでスイッ
チを再起動することができます。また、リセットボタンで工場出荷時の初期
設定の再起動を残すことができますが、また、保存ボタンで現在の設定構成

を保存することができます。

1.10.2. システム利用
このモジュールは、現在のシステムのリソース使用量を表示するために使用
されるが、現在のシステムのメモリリソース使用量も表示する。

1.10.3. システム構成を見る
このモジュールは、現在のシステム・ランにおけるコンフィギュレーション
情報を表示するために使用される。



26

1.10.4. ログバッファの表示
このモジュールは、現在のシステム・ランにおけるシステム・ロギング情報を
表示するために使用される。

1.10.5. ログフラッシュを見る
このモジュールは、現在のシステム・ランにおけるシステム・フラッシュ・ロ
グ情報を表示するために使用される。
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2.モニター 管理

2.1. SSH 設定

SSH Configモジュールは、ユーザーがSSHステータスとSSHタイムアウトを設定するこ

とができます。

オフ：クローズ操作（デフォルト）有効
オペレーショ
ン

オン：スタート

タイムアウト
時間

SSHログイン状態終了のタイムアウト,10-600秒(デフォルト180
秒)
s)

最大
接続

SSHでログインできる最大接続数（範囲
1-16(デフォルト5 )

オペレーショ
ン

応募する 操作の追加

2.2.Telnet コンフィグ

Telnetサーバーステータスモジュール。ユーザーがTelnetでログインスイッチ
のオン・オフを有効にできる。

Telnetは最大数モジュールを接続し、ユーザーはTelnetでスイッチへの最大接続数を
設定することができます。
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Telnetアクセ
ス接続
番号

Telnetでログインできる最大接続数、範囲1-16(デフォルト5)

オペレーション 応募する 操作の追加
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2.3.ポート 統計

このページはポート統計情報を表示します。

ポート 物理ポート
リンク状況 リンク状況接続済み

切断

レート(bps)
(R/T）

レート(bps)：
受信/送信；

レート(pps)
(R/T）

レート(pps)：
受信/送信；

ユニキャストパケット(R/T) ユニキャストパケット：
受信/送信；

マルチキャストパケット(R/T) マルチキャストパケット：
受信/送信；

ブローキャストパケット(R/T) ブローキャストパケット：
受信/送信；

入力エラー 入力ミス
出力エラー 出力エラー
CRC(R) CRC(巡回冗長検査)

受け取った；
フレームアライメント (R) フレームアライメント

受け取った；
オーバーラン オーバーラン

受け取った；
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無視（R） 無視される
受け取った；

アボート 中止
受け取った；

長さ誤差 (R) 長さの誤差
受け取った；

アンダーサイズ アンダーサイズ
受け取った；

じょうご ジャバー
受け取った；

フラグメント（R） 断片
受け取った；

衝突（T） 衝突
送信する；

後期衝突(T) 遅い衝突
送信する；

ポーズフレーム（R/T） 一時停止フレーム
受信/送信；

リフレッシュ ポート統計情報の更新
削除 ポートを選択し、削除をクリックし

ます。
ポート統計をクリアする

2.4.DDMI ステータス

このページは、ファイバーモジュール情報を表示します。



31

ポート ファイバーポート
温度 (℃) の温度を表示する。

ファイバーモジュール
バイアス (mA) ファイバーのバイアスを表示する

モジュールである。
RXパワー（dBm） ファイバーのRXパワーを表示する

モジュールである。
TXパワー（dBm） ファイバーのTXパワーを表示する

モジュールである。

2.5.ピン

ユーザーはpingコマンドを実行できる。

2.6.トレースルート

ユーザーはルート追跡コマンドを実行できる。
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2.7.ケーブル 診断

この章は、ポートのリンクラインを検出するために使用できる。
ケーブル診断」ページを表示するには、モニタ 管理
->Cable Diagnostics, click "Apply" to configure.



33

2.8.SNMP コンフィグ

2.8.1. グローバル設定
SNMPネットワーク管理機能スイッチモジュールは、ユーザーがSNMP機能を有
効または無効にすることができます。SNMPエージェントの状態とトラップの状
態のデフォルトは無効です。セキュリティIPの状態

2.8.2. ユーザー設定
SNMPユーザー管理モジュールは、ユーザーがこのモジュールでSNMPユーザーの
操作を追加または削除することができます。
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ユーザー名 操作するユーザー名,1-32文字
グループ名 参加するユーザーグループ ,1-32文字

noAuthNoPriv 非認証非暗号化レベル
authNoPriv 認証レベルはあるが暗号化レベルはない

セキュリティレベ
ル

オートプリブ 認証と暗号化レベル
MD5 認証用HMAC MD5アルゴリズム認証

プロトコルを使用
する：

シャ 認証にはHMAC SHAアルゴリズムを使用

認証
のパスワードが必
要だ：

認証用パスワード

DES 暗号化 DESアルゴリズム
AES 暗号化 AESアルゴリズム

プライバシー・プ
ロトコル：

スリーディーエ
ス

3DESアルゴリズムによる暗号化

プライバシー
のパスワードが必
要だ：

暗号化用パスワード

IPv4アクセス
コントロールリス
ト

標準IPv4アクセス制御リスト番号、範囲1～64
文字

IPv6アクセス
コントロールリス
ト

標準IPv6アクセス制御リスト番号、範囲1～64
文字

2.8.3. グループ構成
SNMPグループ管理モジュールで、ユーザーはSNMPグループ操作の追加や削除を行うこと
ができる。

グループ名 操作するユーザーグループ名,1-32文字
noAuthNoPriv 非認証非暗号化レベル
authNoPriv 認証レベルはあるが暗号化レベルはない

セキュリティレベ
ル

オートプリブ 認証と暗号化レベル
SNMPビューを読む 読みやすいビューの名前（1～32文字を含む
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SNMPビューを書き込
む

書き込み可能なビューの名前（1～32文字を含む

SNMPビューの通知 1-32文字を含むビューの名前に注目
応募する SNMPグループの追加オペレーション
削除 SNMPグループの削除
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2.8.4. コミュニティ構成
ユーザーがSNMPコミュニティ管理を設定できるコミュニティ管理モジュール。

コミュニティ名 コミュニティ文字列名,1-255文字
読むだけ 読み取り専用パーミッションレベルアクセス優先
読み書き可
能

読み書き許可レベル

追加 コミュニティ文字列の追加操作オペレーション
削除 コミュニティ文字列の削除操作

2.8.5. トラップ設定
トラップ管理設定を行うトラップコンフィグ。

トラップ受信機 トラップ情報の受信者IPv4/IPv6アドレス
コミュニティ名 コミュニティ文字列名、V1/V2バージョン：1～255文字、

V3バージョン：1～24文字
バージョン 3つのバージョン：V1/V2C/V3

noAuthNoPriv 非認証非暗号化レベル
authNoPriv 認証レベルはあるが暗号化レベルはない

セキュリティ・
レベル (V3 バ
ージョン
サポートのみ)

オートプリブ 認証と暗号化レベル

追加 トラップ
トラ

ップ
操作

インフォメー
ション

レシーバー 追加オペレーション

削除 トラップ
用

インフォメー
ション

レシーバー取り外
し
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操作
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2.8.6. 設定を見る
SNMPビュー管理モジュール。ユーザーがSNMPビュー操作を追加または削除できる。

SNMPビュー 操作するユーザービュー名、1～32文字
オーアイディー 操作するOID番号、10進数

含む このOIDを含めるタイプ
除外 このOIDを除外する
応募する ビューを追加オペレーション
削除 ビューを削除

SNMP Engineidの設定モジュールは、ユーザーがこのモジュールでSNMP Engineid
の操作を設定することができます。

エンジンID エンジンID，Hex ,1-32文字
構成 設定操作オペレーション
デフォルト デフォルトに戻す（デフォルトは会社ID

プラスローカルMACアドレス)

2.8.7. セキュリティIPコンフィグ
管理者は、ユーザーがSNMPマネージャのセーフIPアドレスを追加または削
除することができるアドレス設定モジュールをIP。
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セキュリティ IP
住所

SNMP 管理セキュリティ IPv4/IPv6 アドレス

応募する セキュリティIPの追加オペレーション
削除 セキュリティIPの削除

2.8.8. SNMP統計
SNMP統計情報モジュールは、このモジュールのユーザーは、SNMP機能のフィ
ードバック情報を表示することができます。

2.9.オンビフ コンフィグ

2.9.1. サーバー構成
Onvifサーバーグローバルスイッチ設定モジュールは、ユーザーがOnvifサーバ
ーグローバルスイッチの操作を行うことができます。

オフ：クローズ操作（デフォルト）サーバー コンフ
ィグ
オペレーション

オン：スタート

2.9.2. 検出設定
Onvif 検出コンフィグモジュール、[Send] ボタンをクリックして Onvif 検出パ
ケットを送信し、デバイスを検出します。
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2.10.ループバック 検出

2.10.1. ポートモード
このページでは、ループ検出制御方法を設定する。
Port Mode "ページを 表示するには、" Monitor 
Management"->"Loopback Detection"->"Port Mode "をクリック し、"Apply 
"をクリックして設定します。

ポート イーサネットポート名
ループバック検出モード ループ時の動作： No：制御モー

ドなし シャットダウン：ポート
無効
ブロック ：ブロックポート

オペレーション 運営 ループの ループ ル
ープ検知機能
適用：制御モードを設定する

ポート イーサネットポート名
ループバック検出モード シャットダウン：ポートブ

ロックを無効にする：ポ
ートをブロックする
No:ポートループ検出を無効にする

http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
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2.10.2. VLANループバック
このページでは、VLAN ループ検出機能の有効/無効を設定します。
VLAN Loopback」ページを表示するには、 をクリックします。 モニター管理
->ループバック検出->VLANループバック、"適用 "をクリックして設定します。

ポート イーサネットポート名
VLAN ID VLAN ID、範囲1～4094
オペレーション 適用：VLANループ検出設定

2.10.3. インターバル時間
このページを使用して、ループ検出間隔を設定できます。
インターバル時間」 ページを表示するには、 をクリックします。 モニタ
ー管理
->ループバック検出->インターバル時間、"適用 "をクリックして設定します。

ループバック検出間隔時間 ループ間のインターバル時間、サイ
ズ
5-300秒、デフォルトは5。

ループバック検出間隔なし
時間

いいえ ループ インターバ
ル サイズ 1-30
秒、デフォルトは3。

オペレーション 設定：テスト時間を自 分 で 設定す
る。
Default ： デフォルト設定に戻す
、ループ検知間隔35秒、ループ検
知なし
インターバルは15秒 。

http://192.168.2.1/webVlanLoopbackConfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
http://192.168.2.1/webLoopbackIntervalTimeConfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
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2.10.4. 回復タイムアウト
このページでは、ループ検知を自動的に非制御状態に戻すよう設定する。
回復タイムアウト」ページを表示するには、 をクリックします。 モニタ
ー管理
->ループバック検出->回復タイムアウト，「適用」をクリックして設定する。

回復スイッチのタイムアウト ループによりポートが使用不能ま
たはブロックされた場合、自動的
に制御不能な時間まで回復します。
0に設定した場合、自動回復時間は
0～3600秒となります。 回
復 機能 は
を無効にする。デフォルトは600
。

2.11. LLDP コンフィグ

2.11.1. グローバル設定
このページでは、LLDP 機能の有効／無効の設定、更新メッセージの送信間隔
の設定、 メッセージのエージング時間倍率の設定、更新メッセージの送信遅延
時間の設定、 Trap メッセージの送信間隔の設定を行います。

ステータス(ldp enable) 有効：グローバルオン LLDP 機能
Disable：グローバルオフ LLDP機能

ハローメッセージ送信時間 更 新 メ ッ セ ー ジ の 送 信 間 隔 は 5-
32768秒。
秒。

http://192.168.2.1/webLoopbackRecoveryConfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
http://192.168.2.1/webLoopbackConfig
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複数の高齢化 数値 マグニチュード 2
～10の間、デフォルト設定
は4

遅延時間 1～8192秒の間の値。
デフォルト設定は2

トラップ間隔 5秒から3600秒の間の値、
デフォルト設定は5

オペレーション・タイプ 応募：応募する
ユーザーによる自己設定 デフォル
ト
デフォルト設定に戻す

2.11.2. ポート設定
このページでは、LLDP ポート機能の有効／無効を設定できます。

ポート イーサネットポート名
LLDP ポート イネーブルタイプ LLDP 機能の有効化または無効化
LLDP ポート トラップ有効タイプ トラップ機能の有効化または無効化
LLDPモード エージェントの

状態：送信； 受
信； 両方
無効

LLDPのネイバー値が大きすぎる 破棄 ： 新しい隣人情報を破棄する
Delete ： remoreテーブルでエー
ジング時間が最も短いネイバー情
報を削除する。
新しい隣人情報を追加する

LLDPネイバー数最大値 リモート・テーブルの最大セーブ・エン
トリ
サイズ5-500
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2.11.3. TLVコンフィグ
このページでは、ポートの TLV プロパティを設定できます。

ポート イーサネットポート名
LLDP ポートの説明 ポート 説明 名前情報

必要 である必要があり
ます。 必要です
設定済み

LLDP システム能力 インフォメーション 説明
システム

能力
LLDP システムの説明 システムを説明するメッセージ
LLDPシステム名 システム名情報

2.11.4. 近隣情報
このページでは、LLDP コンフィギュレーション・メッセージを表示できます。
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3.スイッチ コンフィグ

3.1. ポート コンフィグ

3.1.1. ポート設定
このページは主に物理ポートの基本設定を行う。
には 表示する その 「ポート をクリックし
、 " A p p l y  " を ク リ ッ ク し ま す 。 Config->Port Config->Port Config

，"Apply "をクリックして設定します。

港湾 物理ポートの選択
ポートエイリアス ポートエイリアス名を設定する。
管理者ステータス ポートの状態有

効
無効

スピード ポートスピード：
オート、10M、100M、1000M

デュプレックス ポートデュプレックス：
オート、ハーフ、フル

フロー制御 ポートフロー制御：
無効、有効

ムディ ムディ
auto, across, normal, デフォルト
は
オート

http://192.168.2.1/ipStaticRouter.html
http://192.168.2.1/ipStaticRouter.html
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ポート 物理ポート
ポートエイリアス ポートエイリアスの説明
管理者ステータス ポートの状態有

効
無効

スピード ポートレート： 
10：10M
100：100M
1000：1000M
Auto：自動交渉レート

デュプレックス デュプレックス
Auto：自動ネゴシエーションモード 
Half：半二重モード
フル：全二重モード

フロー制御 ポートフロー制御ステータス：
ムディ ムディ

auto, across, normal, デフォルト
は
オート

3.1.2. ポートコンボモード
このページは主にコンボポートの基本設定を行う。

ポート 物理ポートの選択
ポートコンボモード カッパー：カッパーを選択 

ファイバー：ファイバーを
選択
sfp-preferred-auto：オートモード

3.1.3. ポート10Gモード(特定)
このページは主に10Gポートの基本設定を行う。
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ポート 物理ポートの選択
ポート10Gモード DAC-50cmDAC 50cm 

dac-100cm：DAC 100cm 
DAC-300cm：DAC 
300cm DAC-500cm：
DAC 500cm
fiber-10g：ファイバ強制 10G 
fiber-1g: ファイバ強制 1G fiber-
2500M：ファイバー強制2500M
ファイバーオートファイバーオート
モード

3.2.ポート ミラー

このセクションは、ポートミラーリング機能の設定に使用できます。
ポートミラーページを表示するには Apply" を クリックして設定
します。

セッション ミラーセッション
送信先ポート ミラー宛先ポート
ソースポート ミラーソースポート
CPUソース CPUソース：

無効
有効

アクセスリスト に設定されたアクセス制御リスト
。
ミラーソースポート
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ミラーの方向 宛先ポートへのフィルタリングに
必要なデータの種類： 送信と受信
の両方
Rx：受信
Tx：送信
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3.3.ポート 孤立

このページは主にポートアイソレーションの設定に使用する。

アイソレート・ポート・グループ名 その 名称 ポート
グループ、値1～32文字

アイソレーション・ポート 追加するアイソレーション・ポート
を選択する
分離グループ

3.4.ポート チャンネル

3.4.1. ポート・チャネル・グループ
このセクションは、収束したグループを作るために使うことができる。
ポートチャネルグループ」ページを表示するには、「ポートチャネル」→「ポ
ートチャネルグループ」をクリックし、「適用」をクリックして設定します。

ロードバランスモード src-mac：送信元MACに応じて負
荷分散を実行する。
dst-mac：ターゲットMACに応じ
てロードバランシングを実行する
。
src-dst-mac ：ソースとターゲッ
トのMACに基づいてロードバラン
シングを実行する。
src-ip ：送信元IPに応じてロード
バランシングを実行する。
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dst-ip ：ロードバランシングの実
行

ターゲットIPに応じて
dst-src-ip ： ターゲットIPソース
に従ってロードバランシングを実
行する。
dst-src-mac-ip ：ターゲットとソ
ースのMacとソースIPに基づいて
ロードバランシングを実行する。
ingress-port ：イングレス・ポー
ト。

LAG には 作成する a 収
束 グループ
番号、値1-8。

名称 LAGグループの名前、値1-32
性格

モード フォースポート に 参加 ポー
トチャネルに参加させる。

Active ：ポートの LACP を有効に
し、Active モードに設定します；

Passive：ポートで LACP を有効にする
パッシブ・モードに設定する
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州 有効
無効

メンバー・ポート イーサネットポート名
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3.4.2. LACP
このページはシステムプライオリティとポートプライオリティを設定できます
。LACP」ページを表示するには、[Switch Config] -> [Port channel] -> 

[LACP]をクリックします。

LACPシステム優先度 範囲：0-65535
ポートリスト イーサネット ポート名称 追

加 を追加しました。
コンバージェンス・グループ

LACPポート優先度 範囲：0-65535
タイムアウト 長い

短い

3.5.ジャンボ フレーム

このページではジャンボフレームを設定する。

ステータス 無効（デフォルト）
有効

ジャンボフレームサイズ（単位：バイ
ト）

サイズは1500-12270、デフォルト
は1500。
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3.6. ポートレート

このページはPort Rate用に設定されている。
ポートレート」ページを表示するには Apply" をクリックして設
定します。

港湾 イーサネットポート名
リミット・タイプ リミットタイプ： 

Egress：送信 
Ingress：受信
全て：送信と受信

ステータス 無効
有効

レート の帯域幅制御レート
Kbpsの範囲 1-1000000

ポート イーサネットポート名
イングレス帯域幅閾値(Kb) 表示 現在の 現在の

受信データ帯域幅の
制限を表示します。
Kbps 1-1000000

エンレス帯域幅閾値(Kb) 現在の送信データの帯域制限を
表示します。
1-1000000kbps

https://www.deepl.com/pro?cta=edit-document&pdf=1
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3.7. ストームコントロール

このページではポートのストームコントロール機能を設定することが
できます。ストームコントロール」ページを表示するには、「Switch 
Config」→「Storm Control」をクリックし、「Apply」をクリックして
設定します。

ポート イーサネットポート名
タイプ ブロードキャスト/マルチキャス

ト/ユニキャスト
ステータス 無効：ストームコントロール機

能を無効にする：ストームコン
トロール機能をオンにし
制限速度

レート からの暴風雨制御率
1-1000000 kbpsまたはpps 1-
1488095

ポート イーサネットポート名
ストームコントロールタイプ ブロードキャスト/マルチキャス

ト/ユニキャスト

http://192.168.2.1/webulppswitchconfig
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3.8. MACアドレス設定

3.8.1. スタティックMAC
スタティックMACアドレスを設定し、MACアドレスとポートおよびVLAN
のマッピング関係を確立します。

MACアドレス 16進数のMACアドレス、フォーマットは xx-xx-xx-xx-xx-xx
VLAN ID 作成されたVLAN ID
ポート マッピングされたポート

追加 その マッピング 関係 と
MAC

アドレスとポート、VLANが追加されます。

オペレーショ
ン

削除 削除 その マッピング 関係
の その

指定されたMACアドレス、VLAN、ポート

3.8.2. ブラックホールMAC
ブラックホールMACアドレスを設定し、MACアドレスとポートおよびVLAN
のマッピング関係を確立します。
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MACアドレス 16進数のMACアドレスで、フォーマットはxx-xx-xx-xx-
xx-xx。
スイッチによってネットワークに転送される

VLAN ID 作成されたVLAN ID
ソース ソース・アドレス・フィルターに基づくソ

ース
目的地 ターゲット・アドレス・フィルターに

基づくターゲット

ブラックホ
ール・ベー
ス・タイプ

両方 どちらも は 基づいている に
基づいている。 ソース アドレスと
宛先アドレスのフィルタに基づきま
す。
値は

追加 MACアドレス間のマッピング関係
とポートおよびVLANが追加されます。

オペレーショ
ン

削除 削除 その マッピング 関係
の その

指定されたMACアドレス、VLAN、ポート

現在存在するMACアドレス、ポート、VALNマッピングの関係を表示しま
す。

3.8.3. エージング・タイム
スイッチがMACアドレスを学習するたびに、そのアドレスを保存し、
エージング時間を設定する。時間が経過すると、そのアドレスはスイ
ッチから削除される。

MACアドレス
エージング・
タイム

エージング時間の範囲は10-1000000です。

オペレーショ
ン

応募する スイッチにエージング時間を設定
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3.8.4. MACアドレスリスト
スイッチ内のMACアドレスを素早く照会。

VLAN ID 作成されたVLAN ID。VLAN内のアドレスを示す。
MACアドレス 16進数のMACアドレス、フォーマットは xx-xx-xx-xx-xx-xx
タイプ MACアドレスタイプ
クリエイター MACアドレス作成者
ポート ポートからMACアドレスを探す

注：条件を有効にするには、後ろの小さなボックスをチェックしてくだ
さい。デフォルトでは、条件はありません。条件がない場合は、す
べてのMACアドレス情報が表示されます。

3.9. 午前

AMモジュールでは、指定したポートにAM IPセグメントとMAC-IPセグメ
ントを設定し、セグメント内からのメッセージをポート経由で転送する
ことを許可／拒否することができる。

ポート 指定ポート番号
製本タイプ IPまたはMAC-IP方式を選択
IPアドレス 開始IPアドレス、小数点
番号 IP開始後の連続アドレス数

住所,1-32
MACアドレス 送信元MACアドレス
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3.10. AAA

3.10.1. 半径
Radius グローバル設定モジュールでは、グローバル Radius 機能サービ
スを設定できます。

プレーンキー：1-64文字キータイプ
暗号キー1-64文字、入力平文アプリケーション
で暗号文を暗号化する。

半径 グロー
バル
キー

キー文字列,1-64文字, デフォルトを使用, を選択する
。
Apply をクリックすると、Radius キーのデフォルト
を設定できます。

システムの回復
時間

ラディウス サービス 回復 時間 復旧時間 復
旧時間 に対する
アクセシビリティ、1-255分、デフォルトは5。

半径再送信
タイムズ

Radius 認証パケットの再送時間、1-100 秒、デフォ
ルトは 3。

ラディウス サー
バー
タイムアウト

radiusサーバーの対応する時刻。
秒、デフォルトは3。

Radius 認証設定モジュールでは、ユーザーは Radius 認証サーバーを設
定できます。
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認証
サーバーIP

を参照してください。 住所 の IPv4 または
IPv6 の の 半径

認証サーバー
認証
サーバーポート

ポート 番号 の ラジウス 認証
server(optional),0-65535
プレーンキー：1-64文字キータイプ
暗号 キー 1-64 文字 入力 平文
アプリケーションで暗号文を暗号化する。

半径キー キー文字列,1-64文字
なし：によって、すべてのサービスが現在の 
RADIUS サーバーを使用できます。
デフォルト
Telnet：RADIUSサーバはtelnet認証のみを使用する
。
Dot1x：RADIUSサーバーは802.1x認証のみを使用し
ます。

アクセス・モード

ワイヤレス RADIUS サーバー のみ使
用 ワイヤレス
認証
一次認証
サーバー

プライマリ認証サーバーとして
radiusサーバーを指定する

プライマリ認証サー
バー

非一次認証
サーバー

非プライマリ認証サーバとして
radiusサーバを指定する

3.10.2. ラディウス会計
Radius認証およびアカウンティングモジュールでは、ユーザーはRadius
課金サーバーを設定することができます。

会計サーバー
IP

Radius認証サーバーのIPv4またはIPv6アドレス

会計サーバー
ポート

Radius 認証 サーバー ポート 番号
(オプション),0-65535
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プレーンキー：1-64文字キータイプ
暗号 キー 1-64 文字 入力 平文
アプリケーションで暗号文を暗号化する。

半径キー キー文字列,1-64文字
プライマリー プライマリー radiusサーバーの指定 と

し
て

プライ
マリー

会計サーバー アカウンティ
ング

アカウンティング
サーバー

サーバー
プライマリー radiusサーバーを非プライマリに指

定する
アカウンティ
ング

アカウンティング サーバー

サーバー

3.10.3. タックス
Tacacsグローバル設定モジュールは、ユーザーがグローバルTacacs機
能サービスを設定することができます。

プレーンキー：1-64文字キータイプ
暗号キー1-64文字、入力平文
アプリケーションで暗号文を暗号化する。

タックス・グローバル・キー タックス 認証 グローバル
キー ,1-64

文字
タックスサーバーグロー
バル
タイムアウト

Tacacs 認証タイムアウト ,1-60 秒、
デフォルト3秒

Tacacsサーバー設定モジュールでは、ユーザーはTacacs認証サーバー
を設定できる。
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認証
サーバーIP

Tacacs認証サーバーIPv4アドレス、10進数
ポイント

認証
サーバーポート

タックス 認証 サーバー ポート 番号
(オプション),0-65535
プレーンキー：1-64文字キータイプ
暗号 キー 1-64 文字 入力 平文
アプリケーションで暗号文を暗号化する。

タックス・キー tacacs+サーバーの暗号化キーを設定する
1-64文字

タックス サーバ
ータイムアウト

tacacs+サーバー認証時間の設定 間隔<1-60>秒
デフルトは3歳。

一次会計
サーバー

Tacacsサーバをプライマリ・アカ
ウンティング・サーバとして指定
する。 サーバ

プライマリ認証サー
バー

非一次会計
サーバー

Tacacsサーバを非プライマリ・ア
カウンティング・サーバとして指
定する。 サーバ

4. VLANコンフィグ

4.1. VLANコンフィグ

4.1.1. VLAN ID
VLAN設定機能モジュール、ユーザーはこのモジュールでVLANを追加ま
たは削除します。

VLAN ID VLANのシリアル番号、範囲：2～4094
VLAN名 デフォルトでは、VLAN＋4桁のシリアル番号です

。
番号、範囲：1-64文字。
追加 VLANの追加オペレーショ

ン 削除 VLANの削除
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4.1.2. VLANの表示
VLAN機能モジュールを表示し、このモジュールのVLANを表示します。

4.1.3. ポート設定
スイッチポートタイプの設定、ユーザーはこのモジュールのスイッチポ
ートタイプを変更することができます。

ポート ポート名

アクセス
トランク

モード

ハイブリッド
ネイティブ
Vlan

ポートPVID

有効 データ・パケットがスイッチに入るとき、
VLANイングレス・フィルターはデータ
・パケットのイングレス・ポートが指定され
た
(転送）VLAN

侵入チ
ェック

無効 データ・パケットがスイッチに入るとき、
VLANイングレス・フィルターは、データ・
パケットのイングレス・ポートが、VLANイ
ングレス・フィルターに属するかどうかをチ
ェックしません。
与えられた（転送された）VLAN

タグ付けされた 
VLAN

タグVLAN範囲1-4094、例1-3;8
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タグなし
バーチャルLAN

タグなしVLAN範囲1-4094、例1-3;8
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4.2. GVRPコンフィグ

4.2.1. GVRPコンフィグ
スイッチはグローバル GVRP 設定を開始し、ユーザーはグローバル 
GVRP をオンまたはオフにします。

有効にする グローバルGVRPモジュール機能の開始有効/無効
グローバルGVRP 無効 グローバルGVRPモジュール機能を無効にする

スイッチはGARPパラメータを設定し、ユーザーはGARPを管理するために
様々なタイマーの値を設定する。

タイマー参加 200-500ミリ秒
放置タイマー 500-1200ms
リーブオール
タイマー

500-60000ms

オペレーショ
ン

応募する タイマーの値を変更する

4.2.2. GVRPポート
スイッチポートはGVRP設定を開始し、ユーザーはポートGVRPをオー
プンまたはクローズします。

ポート ポート名
有効にする ポートGVRPモジュール機能の開始有効/無効

GVRP 無効 ポートGVRPモジュール機能を無効にする
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4.3. クインク

4.3.1. Dot1qトンネルを有効にする
Switch dot1q tunnle configurationでは、dot1qトンネル機能を有効にす
るようにポートを設定します。

ポート ポート名
応募する dot1qトンネルを有効にするオペレーション
削除 dot1qトンネルを無効にする

4.3.2. Dot1q トンネル TPID
スイッチポートdot1qトンネルtpidコンフィギュレーションは、ユー
ザーがポートdot1qトンネルtpidパラメータを設定します。

ポート ポート名
0x8100 外側のTPIDを0x8100に設定する。
0x9100 外側のTPIDを0x9100に設定する。
0x9200 外側のTPIDを0x9200に設定する。

プロトコル

プロトコル
ID

カスタムTPIDの設定

プロトコルID カスタムTPIDの値
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4.4. プロトコル VLAN

スイッチのプロトコル vlan 設定で、ユーザーはプロトコル vlan を設
定できます。

イーサネット
II

イーサネットIIカプセル化の設定

スナップ LLC カプセル化の設定

モード

エルシー SNAPカプセル化の設定
イーサネット・
タイプ

Packet protocol type, パケットプロトコルタイプ番号の設定、
1536-65535

VLAN名 VLAN ID を設定します。
優先順位 優先順位の設定（0～7

追加 プロトコルブランを追加するオペレーション
削除 プロトコルブランを削除する

4.5. 音声VLAN

4.5.1. VLANコンフィグ
音声 vlan はモジュールを形成し、ユーザーは音声 vlan を可能にするた
めに vlan を選ぶことができます

音声VLAN vlanを選択して音声vlanを有効にする
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ボイス・ウイ・コンフィギュア・モジュールで、ユーザーはボイス・ウイ
を設定できる。

MACアドレス その 音声 設備 MAC アドレスを 表示 で
xx-xx-xx-xx-xx-xx-xx 形式。

MACマスク MACアドレスのマスクコードの下8桁：0xff、0xfe、
0xfc、0xf8、0xf0、0xe0、
0xc0,0x80, 0x0

優先順位 音声トラフィックの優先度。
名称 voice-nameは音声機器の名前である。

機器管理を容易にする

4.5.2. ポート設定
音声 vlan の港はモジュールを形成し、ユーザーは音声 vlan を可能にす
るために港を選ぶことができます

ポート ポート名
有効にする 音声vlanを有効にするステータス
無効 音声VLANを無効にする
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4.6. MAC VLAN

4.6.1. VLANコンフィグ
mac vlan configureモジュールで、ユーザーはvlanを選択してmac vlanを追加
できる。

MAC VLAN vlanを選択してmac vlanを追加する

4.6.2. VLANメンバー
ユーザはmac vlanを設定できる

MACアドレス ザ MAC アドレス
xx-xx-xx-xx-xx-xx

どの は 表示 で そ
の

フォ
ーム

の

MACマスク の形で示されるMACアドレス・マスクである。
xx-xx-xx-xx-xx-xx

VLAN ID Vlan-idはVLANのIDで、有効範囲は1～4094です。
優先順位 Priority-idは優先度のレベルであり、以下のように

使用される。
VLANタグの有効範囲は0～7。
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4.6.3. ポート設定
mac vlan ポートコンフィグモジュールで、ユーザーはポートを選択し、
mac vlan を有効にすることができます。

ポート ポート名
有効にする mac vlanを有効にするステータス
無効 mac vlanを無効にする

5. DHCPコンフィグ

5.1. DHCPサーバー

5.1.1. グローバル設定
DHCP ステータスのコンフィギュレーションとクエリ、ユーザーはこ
のモジュールで DHCP サーバーのステータスをコンフィギュレーショ

ンし、DHCP サーバーのステータスをチェックします。

オフ DHCPサーバーを閉じるDHCPサーバー
オン DHCPサーバーを開く
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5.1.2. アドレスプールの作成
DHCPサーバーのアドレスプール名の設定、ユーザー設定によるアドレ
スプール名の追加と削除。

DHCPアドレス
プール名

作成されたアドレスプールの名前

プールを追
加

DHCPサーバーのアドレスプールを追加するオペレーショ
ン
タイプ 削除 DHCPサーバーのアドレスプールを削除する

現在のDHCPサーバーのアドレスプールを表示する

5.1.3. ダイナミック・プール
スイッチDHCPアドレスプールコンフィグレーションでは、ユーザーは
DHCPアドレスプールパラメーターを設定します。
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DHCPプール
名称

作成されたアドレスプールの名前

DHCPプール・
ドメイン名

現在選択されているアドレスプールのドメイン名。設
定後、そのドメイン名をスイッチに適用するには、後
ろのボックスにチェックを入れる必要があります。
アプリケーションを使用する。
IPアドレス アドレスプールのネットワーク番号住所範

囲 ネットワー
ク
マスク

アドレスプールのネットマスク

bノード ブロードキャスト・ノード
ピーノード ポイント・ツー・ポイント・ノードの場合
mノード 中古 用 ハイブリッド ノードに使

用されます。 ポイントツーポイント
通信 通信 後
放送

hノード ハイブリッド ノードその ブロ
ードキャスト 後
ピアツーピア通信

DHCPクライア
ントのノード
タイプ

指定する 16進数のノードタイプ（0～255
無限 アドレスのリース期間は無制限であり、以

下の日数/時間/分数は必要ありません。
埋まった

アドレス
・リー
ス・タ
イムアウ
ト

特定 住所の賃貸には期限があります。以下
に記入した賃貸期間に従って借りるこ
とができます。
より大きい

追加 チェックボックスのある上記4つのパラメー
ターをスイッチに追加し、チェックボック
スのないパラメーターをスイッチに追加す
る。
チェックボックスは操作されない

オペレーショ
ン

削除 チェックボックスのある4つのパラメータ
はデフォルト設定に戻し、チェックボッ
クスのないパラメータはデフォルト設定
に戻さない。
運営
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現在設定されているアドレスプールの情報表示
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5.1.4. 手動プール
静的アドレスプールの設定を切り替え、クライアントパラメータを手動
でバインドする。

アドレス・プー
ル
名称

作成されたアドレスプールの名前

IPアドレス DHCPサーバーがクライアントに割り当てるIPアドレ
ス

ネットマスク DHCPサーバーがクライアントに割り当てるサブネットマス
ク。
IP

製本タイプ ハードウェアアドレス
クライアントの識別子：クライアントの識別子
、

ARPハードウェ
ア

につ
いて

プロトコ
ル

タイ
プ

中古 に
よ
っ
て

その クラ
イア
ント

は

タイプ rfcethernet Tiee802.

RFC ID：RFCプロトコル番号。有効範囲は1-255。
MACアドレス MAC アドレス

アドレス)
の例だ： 44-11-22-33-44-55 (MAC

応募するオペレーショ
ン 削除

5.1.5. デフォルトゲートウェイ
スイッチ DHCP クライアント・デフォルト・ゲートウェイ・コンフィグ
レーションでは、DHCP アドレス・プールのゲートウェイ・パラメータ
を設定します。
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DHCPプール
名称

作成されたアドレスプールの名前

ゲートウェイ0-
7

ゲートウェイIPアドレス（ドット付き10進数）。ゲー
トウェイ0が最も優先度が高い。数字が小さいほど優
先度が高い。ゲートウェイは0以上設定可能だが、設
定は0から始まり、途中に空きができないようにしな
ければならない。 ゲートウェイの設定など、以下の
パラメータは無視する。
ゲートウェイ0-1とゲートウェイ7は、ゲートウェイ
0-1のみが有効になる
追加 上記で設定したゲートウェイを効果的に

現在選択されているDHCPアドレスプール
オペレーショ
ン

削除 すべてのゲートウ
ェイを消去する
デフォルト状態

そ
し
て

リスト
ア

へ
の

そ
の

5.1.6. DNSサーバー
スイッチDHCPクライアントDNSサーバ・コンフィグレーションでは、
DHCPアドレス・プールのDNSサーバ・パラメータを設定します。
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DHCPプール
名称

作成されたアドレスプールの名前

DNSサーバ
ー 0-7

ドット付き10進数形式のIPアドレスでは、DNSサーバ
ー0が最も優先度が高い。数字が小さいほど優先度
は高くなる。DNSサーバーは0以上設定できるが、0
から設定し、途中に空きがないようにしなければなら
ない。DNSサーバー0-1とDNSサーバー7を設定する場合
、DNSサーバー0-1だけが優先される。
効果

追加 上記で設定したDNSサーバーを
現在選択されているDHCPアドレスプール

オペレーショ
ン

削除 すべてのDNSサーバーを消去し、以下
の状態に戻す。
デフォルト状態

5.1.7. 除外アドレス
除く その ダイナミック アロケーション アドレス

の構成になります、 ユーザーは 動的割

り当てに使用されないアドレスを設定する。

スタート
住所

動的割り当てに使用されない開始アドレス

エンディング
住所

動的割り当てに使用されないエンドアドレス

応募する 使用されていないアドレス範囲を追加し
スイッチに動的に割り当てられる

操作タイプ

削除 使用していないアドレス範囲を削除する
スイッチから動的に割り当てられる

現在ダイナミックアロケーションに使用されていないアドレス範囲
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を表示する
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5.1.8. パケット統計
DHCPサーバーのデータパケット統計では、DHCPデータパケットを
表示できます。

統計情報のクリア」をクリックすると、リアルタイムで確認で

きます。
DHCPサーバーのIPとMACのバインディング・ステータスを表示すること
ができます。
エントリと、バインドされたIPとMACの関係。

IPアドレス クライアントのIPアドレス
ハードウェア
アドレス

クライアントのハードウェアアドレスまたはMACアドレ
ス

リース
満了

クライアントIPの有効期限

マニュアル 手製本タイプ
ダイナミッ
ク

ダイナミック・アロケーション

5.2. DHCPスヌーピング

5.2.1. グローバル設定
DHCPスヌーピングモジュールの有効化と無効化により、ユーザーはDHCP
スヌーピングのステータスを表示し、操作することができます。

オフ DHCPスヌーピングを無効にするDHCPスヌーピング
ステータス オン DHCPスヌーピングを有効にする


